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ニ
、
出
生
数
推
計
の
方
法

.

.

.
第
一

 
'
回
'セ
ン
‘サ
ス.
が
お
と
な
わ
れ
た
一
九
.一一〇
年
以
前Q.

出
生
数
の
：年
次
系
列
は
、
当
時
の
届
出
に
多
く
'
の
不
備
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ

に
、
届
出
数
か
^:
ま
っ
た
く
離
れ
て
出
生
敬
を
推
計
す
る
方
法
と
し
て
、
基
本
的
に
つ
ぎ.
の
ょ
う
な
構
造
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。

人
口
の
静
態(

構
造)

と
動
態(

変
化)

の
基
本
の
姿
を
第
1-
3

図
に
立
体
図
で
し
め
そ
5

。
三
つ
の
軸
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
年
齢
尤
’

生
存
’数』

、
 

時
間
f

と
す
る
。

い
ま
人
0

を
女
子
だ
け
に
か
ぎ
る
と
す.
れ.
ば
: '
1.
八
丸
〇
年.(

0̂)

.(

の
年
齢
分
布
は
平
面
?
!,

。(

0)

，1

で
ぁ
り
、

一
九
ニ
〇 

年

S

-'
0

年
齢
分
布
は
乎
面
f
r

a

)

，l

、
に
し
め
さ
れ
て.
い
る
々
し
fc
が
^ :
て
へ
' /
:
こ
〃S

.写

た
そ
れ.
ぞ
れ
の
年
齢
汾
布
を
し
^

し
て
い
る
。
そ
し..

て
い
ま
時
点
ら
に.
お
け
る
出
生
数
, (
0
.(

零
歳
人
0;)

は
三
〇
年
ハ
後
の
時
点
ら
：に
お
い
て
は』

(

三
〇
歳
人
ロ)

に
な
っ
て
：い
る
は
ず
で
あ
る
が
ら
、- ;
ー.
九
-1
0

年
に
三
0

歳
の
人
ロ
は
、
一
八
九
〇 

年
の
出
生
集
団
に
厲
し
て
い
る
人
ロ
で
あ
る
。.「

コr
-

ホ
丨
トC

o
h

o
r
t

と
い
う
用
語
は
こ
の
同
時

:
:
 

■
 

ノ
 ,

■

.

1

出
生
集
団
と
い
う
意
味
で
f

 0

し
た
が
-

て
：、
平

面
r
r

(

0)

t

は
一
：
八
九.
〇

年(

を
に
生

.

.. 

. 

..

..

..

..

..

..

..

..

..

..
 

.

.

-
 

..

:

ま
れ
た
出
生
集
団
の
入
生
行
路
を
し
め
す
：コ

ホ

ー

ト
年
齢
分
布
を
あ.
ら
わ
し
て
い
る
。
各
年
齢

.

■

一.

.

.

 

• 

:

分
布
が
曲
線
で
し
め
さ
れ
て
农
り
、へ
高
年
齢
^

む
：：か
; 0.
文
生
存
数
が
減
少
す
る
の.
理
は
、
こ
の
曲 

:
線
が
生
存
数
曲
線
.

(

裏
に
返
せ
ば
死
亡
数
篇
>.

を
あ
ら
：わ.し

：：

て.
い
，
：
る

こ

と

か

ら

も

知

ら

れ

る

。
::

.
;

こ
：
の

こ
.
と

：
か

ら

、
：
た

：
と

え

ば

一

：
九

1
|
0
年
で
主
0

歲
の
人
0.

と

？

あ
^
え
ら
れ
る
な
ら
ば
時
間
の
順
序
を
逆
に
も
ど
っ
て
一
八
九
0

年
の
出
生
数
を
#

出
す
る
こ

.

と
が
可
能
で
あ
る
°,:  

■ 

• 

' 

秦

■. 

.

-

 

.

■

-

 -

 

-
 

-
 

:

.

.
-

こ
の
ょ
う
に
、
逆
も
、ど
り
し
て
各
年
次
ご
と
の
出
生
数
を
男
女
別.
に
算
出
す
る
と
き
、
こ
の
推

い
：.

■'.
.
.
.
.

■:.

入
.

：

;.,
.. .
..
. , .
 
•

ベ
,-'  -
 
.

;'
'
 

V
 

.

.

.

■
■ 

.

計
結
果
を
：チ
X

ッ
ク
す
る
好
ま
し
い
方
法
は
、
出
生
時
の
男
女
性
比
を
調
べ
て
：み

る
こ
と
で
あ 

出
生
時
の
性
比
ゅ
ほ.
ぼ
安
定
し
た
比
率
を
し
め
す
か
ら
セ
：ぁ
る
。

■

わ
が

.

国
一
八
九|

0

丨
ー
九
ニo

年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計

五
.' 

S

:

三
七)

、



f 生 案 表 i 1 衾 七 ッ ト

㈧ 1891—1898 第 1 回 生 命 表 .

㈤ 1898—1902 第 2 回生命表

(C) 1902—1908
...v

第 2 回生命表と 
第 3 回生命表の平均

0) 1908—1913 第 3 回生命表

( E ) 1913—1920 第 3 回生命表と 
第 4 回生命表の平均

j

■

■-
•
;

^
て
、
：：以

_£
1

の_

本

原

理

を

土

：台

.
に
し
て
、へ
こ
れ
か
方
実
際
め
：作
業
を
進
め
"る
だ
：め_

は
、
1£
:

確
な
：セ
シ
サ
^
年
鈴
分
布
之
コ
ー
ホー

 

表
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
準
備
と
し
て
、.

ま
ず
わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
必
要
な
公
表
生
命
表
を
つ
ぎ
に
し
め
そ
ぅ
。

..
第
三
回
生
命
表
'
、a

.

九

〇

九

丨

「

九
ニ.
.
.

三
で
^

...
\

'
.
 

. 

...、 

-
 

■

.  

.  

. 

.

■.
 

-

.

..
第
四
回.

表

..
:XI:'

九
■ニ. 

ニ—

--
-
九 一.

'

八
.：,」

;:
;.

::へ」」

_

念

^

命
表
の
^

茂

'
第

—-
0
1

第

三

回
 

の
で
、
、
'こ
の

'  
.

* 
, 

.  

\ 

.
 

.
 
\, . 

. .
 

■  
-
 

. 

'o.)
.

.
森
に
着
目
し
て
"..

松
浦
公
一
氏
が
改
算
さ
れ
た
5

歳
階
級
別
の
僩
速
生
命
動
を
使
用
す
る
と
と
に
し
た
。
し
か
し
、
5

歳
以
上
50
.歳
未
満
の
年
齢 

.
に
：つ
_

、--,
_

;1
!:
庫
枕
没
表
生
命
表
を
そ
の
ま
ザ
用
い
そ
ぉ
ら
れ
る
の
^

ノ
各
歳
別
に
猶
用
す
る
算
出
過
程
の
正
確
さ
を
重
ん
ず
る
た
め
、
'作
業 

.. 
:
 
:
 

'

自.

ぜ

,'
.ひ
紅

0
歳

死
15
率
玄
除_
い
で
：は
公
表
生
命
表
を
そ
^

ま

ま

用

；
い

て

結

果

を

.も

と

 

'
の
“ち..

に
5

歳

以

下

の

年

表

ト

,-
:

'.
と

例

と

M

齢

に

つ

」

い

て

.は

50
歳

以

上

の

年

齢

は

、

.
こ

こ

で

.は

関

係

が

な

い

)

、
公

表

生

命

表

と

改

作

生

命

表

;'(

松

浦

氏

作

成

命
ッ
マ
表
表
：表
表

表

表

表

：

■
,
フ

卩

}
， 

?

:
生
：.

命
命
：命
命
，

:
命命命：

巧もの

)

ぺ

と

を->
*

ぐ.
-.「

あ

る

乗

数
.
を

：
も

ど
.
め.
て>.

改
算
す
る
と.
い
，ぅ
手
続
ぎ
を
ど
っ

:̂
?
.

表.
セ
ン
生
：生
生
生.

生
.
生
生.

.

.

.
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V
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V
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公

の

.

1©
21
1
]

I
I
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1
5
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'
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ノ 

：

：
.
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第
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第
第.
：第

第

第

：

V.

.

.
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.

.

I
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 ̂

^
 

.

' て
'

.

-1
-1
-1
9

-1
9

-1
9

こ
れ
に
ょ
っ
て
，

コ
ー
ホー

卜
生
命
表
が
え
ら
れ
た
か
ら
：

た
と
え
ば
1

8
00
9

,1
0
.
1
.

1

1

00
9

0
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p

1
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J
.

.8
9

1
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x
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も
と
.め
て
> 
松
.浦

氏

作

成

の
it
線
傾
向
値
#
の

ぅ

え

に

乗

せ

る

と

と

よ 

.

わ
が
国1

':'

八
九
〇
丨
一
九
二
〇
年
の
：出
生
数
と
総
出
生
率
の
惟
計
，

，

こ
こ
で

Y
td
l

l

H

1

8
oo
9
.
:
1
0
，l
.

〜
1

OO9
0
.
1
0
.
L

 

3

S

-

(IP
S

)  
S2

。H
1

9
2

0
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I
P 
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0
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0
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ff 
l
 
# 
0 
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*

^

0
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V
 

势
m

-o
'
r
r
 

释 

(

l
^
v

E
n

M
 
丨
'士
丨 

丁
许
玲
撕 

H 
行
汝
；
か 

2
3

^ ,
(v
3
0

M

 ̂
o

^

s

^

p
 

3

1
-

..

l
r
=
.
 
5r
-t-
v
5
r
l 

.c
fc

fc

 L

 
L
0=..

3
/
a
+..

7
r
x
l=.

+̂
..

6
c 

さ

ら

に

.
•

^
L
I

H-
o

M
a

ff
r

^

-M
a
^

^

^

î
p

。"
# 

〔

y
c
fh
r

7
0

"

100, 0
8
〕

..

.

八
，
.....

ぃ.
..
.

-.

.?
。：=

〔

11 

(

ls>
ご
..
'..;.....'.:

•

s

^

铮
*
0
0

雜
^

-|
1

-»
4

が
か
。
.

さ
て
こ
こ
で
、.
o
歳

死

亡

率(

乳
児
死
亡
率)

に
つ
い
て
は
、
松
浦

.

ノ
氏
の
改
作
生
命
表
の
o

歳
死
亡
率
と
公
表
乳
児
死
亡
率
を
組
合
せ
、
.

調
整
^

は
か
っ
て§

:

を
も
：と
^

た
。：

具
体
的
に
：：は
、

公
表
乳
児
死

亡
率
の
5 '
'
ゲ
年
移
動
乎
均
系
列
を
基
準
と
し
、
実
際
値
と
の
比
率
を

っ
て
も
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
公
表
乳
児
死
亡
率
は
.劣
女
の
別
が
な
い

*  

-

, 

■ 

七

(

四111九
>
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■

■''
..

''
■

'
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.
 

:

八
:'
':

(

四
四
0)

ー
 

の
で
、
右
の
ょ
ぅ
な
移_

平
均
か
ら
0

比
率
：に
ょ
ヮ
て
も
と
：め
た
バ
リ
エ
：
ィ
シ
ョ
ン
を
；男
女
別
傾
向
値
の
ま
わ
り
に
配
分
す
る
と
い
ぅ
便
法
を
講

じ
た
.

0

.

.

.

'

'

'パ

：

，

.

:

■

 

' 

■

•

- 

,
.

.

.

.

’
い

ま
.

.

■

<  :

.

,,
.
.

■

.
 

•

<
 

■

.

: 

•■ニ 

.
 

,

: 

.

.

.

.
 

'

'.  

J

は
時
占
li

の

公

表

乳

.児

死

亡

率
，
.
一

:

-

-

.

V

'

W

は
時
点
之
の
0

歳
死
亡
率
傾
向
値(

松
浦
氏
作
成
の
も
の)

.-.  

ど
す
れ
ば
、.

推
計
に.
用.
い
る
0

歳
生
存
率
は
次
式
で
し
め
さ
れ
る
。へ

.

,

へ
：：

..

H
 

作+2

,(13?0)~ =
1
1

汽
* 

(lco)v 
〔

ft
rJ
:
ir
/
:
= 

(190) 

t
/
-
p
.
M
-

(190)0

.
ノ 

- 

.. 

. 

. 

. 

こ

.

'

.

1

. 

■ 

.

〈

•
■

■ 

. 

.

.

. 

-

 

.
 

.

. 

*

(

10) 

M
a
t
s
u
u
r
a
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w
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1
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y
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ol
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-
■

:

,

—*

一一、.

出

生

数

推

計

办

実

際
. 

.

■

.

:

.

 

.

:•
..
■

:

-.
■:
'
 

ゾ 

.

:

.

以
上
で
本
推
計
に
必
要
な
方
法
論
の
：説
明
を
終
え
た
の
で
、'.
つ
ぎ
に
推
計
過
程
を
し
め
さ
な
け
れ
.ば
な
ら
な
い
が
、
紙
数
節
約
の
た
め
、に
、
こ

こ
で
は
、
そ
の
最
終
段
階
の
も
の
だ
け
'に
：と
ど.
め
、.

心
要
な
若
午
の
説
明
を
加
え
な
が
ら
>-

推
計
結
果
を
ま
と
め
る.
こ
と.
に
し
よ
ぅ
。

第
1*
1

表
は
男
子
に
'つ
，い
て
、
第
^
表
は
女
子
に
ク
い
て
、

—*
.
.

九
一一〇
年

セ
ン
サ
ス
人
ロ
1
19
2

を
基
礎
と
し
、

5

つ
の
コ
ー
ホ
ー
ト
生

命

表

(

八
，

B
.

C.

D 

,
E.)

と
各
年
次
の
o

歳
生
存
率
の
逆
数..

II
 

4

を
%■
と
め
、
f r
'
出
の
推
計
方
式
に
し
た
が
，っ
て
出
生
数
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

^>
の
計
算
過
程
は
第
.-
3

-4
表
に
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別
に
レ
め
し
た
，.

ま
た
、：
乳
児
死
亡
率
：の
推
計
を
：园
示
し
た
の
が
第
1«
4

図
，で
あ
る
。

/

|

\

:

5

歳
未
満
の
年
齢
：に
つ
い
て
は
、
公
表
生
命
表
と
改
作
生
命
表
を
つ
な
ぐ
乗
数
を
も
と
め
：て
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乗
数
の
公
式
を
つ 

ぎ
に
し
め
し
、
そ
の
数
値
を
第
M

表.
に
も
と
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
推
計
の
最
終
結
果
は
第
2-
2

表
の
(1
0

仰
に
あ
る
よ
ぅ
に
、
第
[.
1
1-
2

表
の
⑴S

と

1890 1 2 3  4 5 6 7 8  9 1 9 0 0  1 2 3 4 5 6  7 8 9 10 1 1 1 2  13 14115 16 17 18 19 20
. . . . . .  .... . . . . . . . .  ' . : .ン■ノ ■

第 1 * 4 図 乳 兄 死 亡 率 の 推 計  

Estimated Infant Mortality

男 (MALE) 
q o = . 21790- .00284!

(1900, t = 0 )

女 （FEMALE)
«o=. 191806—.002486t

(1900,t=0)

第
2-
1

表
の
乗
数
値
(0
)

@

と
の
そ
れ
ぞ 

れ
の
積
®
卩
3
人
公
と
f

 (J
H
H
)

で 

も
と
め
ら
れ
る
。.
こ
の.
推
計
結
果
の
■適. 

.，否
を
検
定
す
る
た
め
に
出
生
性
比
を
同 

じ
ソ
第
抑
表
に
し
め
し
た
。

.
こ
の
表
に
ょ
つ
て
出
生
性
比
を
み
を 

と
、

ー
八
九
八
年
と
ー
八
九
九
年
は
ー 

〇
〇
を
割
っ
て
お.
力
、
そ
の
前
後
.の
年 

も
低
い.
値.
を
し
め
し
て
い
る
。

こ
れ
は 

基

礎人
！！

の
：
調

査

時

で

あ

っ

た

一

九

一

一 

〇
年
に.
は
：年
齢
21
22

歲
と
そ
の
前
後
の 

年
齢
に
あ
た
つ
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第 1 • 1 表 

1920年センサス人口からの出生数推計（男） 

Estimated Annual Births from the 1920 Census 
Population, 1890—1920， (Male)
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1 . 0 6 6 2 1 . 0 4 0 2 】. 0 2 3 7 1 . 0 1 7 3 1 . 1 3 2 0 1 . 3 1 6 9  = 6 7 9 1  3 7 0
1 . 0 6 7 9 】. 0 3 6 5 1 / 0 2 1 8 1 . 0 2 0 8 . 1 . 1 2 1 9 1 . . 3 1 2 0  = 6 7 ft 8 9 9
1 . 0 6 9 1 1 . 0 3 2 3 1 , 0 2 1 0
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1 . 0 2 6 6 1 . 1 0 8 5 1 . 3 0 7 1 = 6 9 4 , 8 5 4

1 . 0 6 9 6 1 , 0 2 8 1 1 . 0 2 1 5 1 ， 0 3 6 7 1 . 0 8 9 7 1 . 3 0 2 3  - 7 1 8 » 9 3 7
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1 . 0 6 2 8 1 . 0 1 8 3 1 . 0 3 3 0 1 . 0 9 0 4 1 . 2 8 8 0  = 7 2 3 * 9 7 2
1 . 0 5 7 6 1 . 0 1 7 0 1 . 0 4 3 3 1 . 0 7 5 0 1 . 2 8 3 3  = 6 9 8 ； 7 9 7

1 . 0 5 1 4 1 . 0 1 6 8 1 . 0 6 1 0 1 . 0 5 1 9 1 . 2 7 8 6  = 7 6 a 8 9 5
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(R )は改作生命表をさf

8

9



第 1 ，3 表

.21790

.21076

.21413

.21001
,20551

.20309

.20126

.19168

.19479

.20215

.19121 
,18629 
.18070 
.17573 
，17743

•17267 
.17246 
•16996 
.18129 
. 16164

.24630. 

.24346 

.24062 . 

.23778 

.23494

.23210 
.22926 
.22642 

_ .22358 
.22074

.980 
1.009 
1.003 

.995

.997
1.002

.968

.998
1.051

.15514.963

5 

0 

2 

7 

6 

8 

0 

0 

8 

8 

9 

o 

0 

0 

9

X 
1
1

，推計乳児死亡率 
Adjusted 

Infant 
Mortality 

Rate
(1) • ⑵

ル= = 5 ( i?q)^ 
i + 1

( i 7o)t

(1)

1.000

99
9i8

1895
96

93
94

年 次  

Year

1890_
91
92'

u 0y t

(2)

.24630

.24346

.24062
•23778
,23494

.23210 

.22926 

.22642 
•22358 

' .22074 ‘

.21790
.21506
.21222
.20938
.20654

.20370

.20086
•19802
.19518
.19234

.18950

.18666

.18382

.18098
•17814

.17530 
.17246 
.16962 
.16678 
.16394

.16110

.81371

.81930
,82427
.82257

.82733

.82754

.83004

.81871

.83836

.84486

( l Po) t

〔 =  1 - (1 ) .(2 )〕

•75370
.75634
.75938
.76222
.76506

.76790 

.77074 

.77358 • 

.77642 

.77926

.78210

.78924

.78587

.78999

.79449

(1) 欄 第 3 • 5 表の公表乳児死亡率から計算した 

⑵ 欄 （咖 )’《=.21790—.00284 f (1900,<=0) 
〔改作生命表の如から計算〕

乳児死亡率の推計と（伽 ), の 計 算 (與),
Estimates of ( , p0)t  Values, from q0 Values for the Reformed Life Tables 

and Official Infant Mortality Rates, 1890-1920. (Male)
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第 1 ‘ 2 表

1920年ゼンサス人口からの出生数推計（女) 
Estimated Annual Births from the 1920 Census 

Population, 1890—1920. (Female)

(iPa) /  lL a -7\ ( lLb-5\  Y I^C^6VY 1 Ld-4 V /  h  V Y 1 A 撕 出生数

1920 V lL a  4  V ^  V jLc ^  V iLd ^  \ lL d -4 ^  \"^( Eŝ rt，ls
• * . . .  

B(1890)= 360,749 X 1.0770 X 1.0551 X 1.0428 X 1,015.9 X 1.1393 X 1,276$ =  631,626 
B(1891)= 344,438 1.0782 1.0541 1.0378 1L0164 1,1329 1,2726 =  595,325
B (1892) =  378,403 1.0796 1.0522 1.0332 1,0180 1.1253 1.2685 =  645,^67
B (1893) =  3 7 7,84 7 1.08 08 1.0493 1.0296
B(1894) =  397,327 1.0818 1,0454 1.0271

B(1895) -  4 1 6 , 1 9 1 1 . 0 8  2 2 1.0409 1,02 6 0
B(1896)?= 427,718 1.0819 1.0361 1.0265
B(1897) =  434,397 1.0806 1.0314 1,0292
B(1898)= 4 7 3,159 1.07 7 9 1.02 72 1.03 5 0
B (1899) =  4 6 0,9 5 5 1.0 7 3 7 1,0241 1.04 51

B (1900)- 4 9 4,72 6 1.0 6 81 1.02 21 1.06 2 6
B(1901) =  524,268 1,0613 1.0216 1.0889
B (1902) =  539,048 1.0541 1.0225 1.1096
B(1903)- 5 4 5,2 6 5 1.04 7 0 1,02 52 1.10 2 0
B (1904)- 5 2 6,3,33 1.0408 1.0303 1,091.6

B (1905) =  5 3 3,4 5 9 1.03 58 1.03 91 1,07 6 8
B (1906)- 5 2 5,4 75 1.0 3 2 6 1,05 4 7 1.05 46
B(1907) =  5 9 7,3 0 3 1.03 1 7 1.08 1 2 1.02 4 5
B (1908) =  6 1 6,9 88 1.0 3 34 1.1028
B(1909)= 636,36.4 1.0386 1.0929

. . . .」 . .

B(1910) =  634,672 1.0487 1.0792
B (1911) =  652,97,9 1.0666 1.0583
B (1912)= 681,165 1.0964 1,0269 ..
B(1913)= 681,852 1.1221
B (1914) =  692,745 1.1161

' *  ' 、. ' ' ハ ' ’ ■ .. .

B(1915)= 679,547 1,1086
B (1916)-696,898 1,0983
B (1917) =  690,824 1.0834
B (1918) = 6 9 0 ,678 1.0611
B (1919) = 692 ,891  1.0281

. . . . . . . .  '
B (1920)- 932,043 1,1125

ぐ E ぐ D C

ここで、b = a - 7 c ^ b -  5  d = c -  6

1,0213 1.1156 i .  2646 =  635,688
1,0273 1*1025 1,2606 ^  658,935

1.0378 1,0843 l f2567 =  680*222
1.0551 1.0584 1.25,27 =  688^488
1.0773 1.0256 1.2488 =  687,519
1.0902 1.2450 =  735,963
1-0743. 1 , 2 4 1 1 7 0 6 , 3 3 6

1.0510 1.2373 =  746,307
1.0221 1 .227& - 776,750

1.2323 -  794,429 
1.2268 ^  791^257 
1^2209 =  752,204

1.2178 =  752,915 
1;2154 =  733,533 
1.2031 =  821,237 
1.2071=-848,760  
1.2166 =  878,784

. . . . . .

1.2026 =  863,822 
1.1964 =  881；832 
1.1894 f= 912,173 
1.1832 =  905,273 
1.1854 -  916,519

1.1795 =  888,572 
1.1793 -  902,640 
1,1762 -  880,314 
1.1903 =  872,345 
1,1662 =  830.755

： 、 = 1 , 0 3 6 , 8 9 8 "



第 2 *. 2 表 

1920 年センサス人口からO改算推計 

用 生 数 と そ の 性 比 : 一 

Refitted Births and the Sex Ratio Computed 
from the 1920 Census Population, 1890—1920

推計出生教 
(男)

推計出生数 
(女)_

性 比

Age
in

EstimateJ
Male

Estimated
Female

Sex
1920 Year Births

(K)
= ⑴ ‘ (G)

Births
(Q)

= (J) • (H)

Ratio

30 1890 690,258 647,164 106.7
29 91 645,334 609,970 105.8
28 92 705,730 661)243 106.7
27 93 696,930 651,326 ' 107.0
26 94: 710,349 675,804 105.1
25 1895 735,904 699,404 105.2
24 96 727,321 707,077 102.9
が . 9 7 728,271 706,838 103.0
22 98 743,374 757,159 98.2
21 99 717,385 726,396 98.8
20 1900 790,682 ’ 767,875 103.0
19 01 829,147 797,334 * ■ 104,0
18 02 840,426 812,304 103.5
17 03 342,373 809,060 104,1
16 ; , 04 802,886 768,752 104.4
IS 1905 803,217 769,027 104.4
14 : 0 6 790,182 749,671 105.4
13 07 874,237 837,251 104,4
12 08 904,602： 862,086 104.9
11 09 936,130 890,296 105,1
10 1910 910,907 871,337 104,5
9 929,811 888,798 104.6
8 12 961,055 918,741 - 104,6
7 13 955,226 909,890 105.0
6 14 967,223 921,193 . 105.0
5 1915 931,767 893,104 • 104,3
4 16 944,929 905,077 104,4
3 17 913,525 k 879,962 103.8
2 18 903,448 872,607 103.5
1 19 858,956 831,337 103.3
0 1920 1,078,316 1,047,371 103.0

第■ 2 •1.表 .

公表生命表と改作生命表を 

つなぐ乘数値， . 

Multipliers by Sex for Refitting 
the Estimated Births, 1890-1920

年次

Year

乗数値 

(G)

乗数値

Female
(H)

1890 1.0388 i.0246
91 1,0388 1.0246
92 1.0388 1.0246
93 1,0388- 1.0246-
94 1.0223 1.0256

1895 1,0236 1.0282
96 1.0209 1.0270
97 1.0243 1.0281
98 1.0268 1.0288
99 1.0266 1.0284

1900 1.0270
01 1,0244
02 1.0205
03 ,1.0205
04 1.0204

1905 1V0203
06 1.0206'
07 1.0181
08 1.0143
09 1.0119

1910 1.0084
11 1.0083
12 1,0070
13 1,0046
14 1,0046

1915 1.0046.
16 1.0025
17 ‘9996
18 1.0005
19 1 . 0 0 1 1

1920 1.0127

1,0289
1.0265
1.0225)
1.0225) 
1.0220

1.0214
1.0220
1.0195
1.0157
1.0131

1.0087 
1.0079 
1.0072 
1,0051^ 
1.0051

1.0051/ 
1.0027 

• 9996 
1,0003 
l f0007

1.0101
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.

ベ 

彳

一

仓

(

四
四
七)

k=z
t+ 2
. 2  (lQoh  
t - 2  .

⑴

i..ooo

,980
1.009
1.003

.995

.997
1.002

• 968
• 998 

1.051

52
03
54
06
57
09 

54
52
49
47
44
42 

]

111
11

Upo)t

O l - ( 1 ) * ( 2 ) 〕

.78333

.78582

.78831

.79079

.79328

.79576

.79825

.80074

.80322

.80571

.80819

.81447

.81149

.81510

.81905

.82116'

.82276

.83118

.82842

.82193

.83155 

.83587 ：

，84078 
.84514 
.84363

,86317

した 

. . « = 0 )

.16845 
,16413. 
,15922 
•15486 
,15637
.15220
.15203
.14984
.15985
.14255
.13683

推計乳児死亡率 
Adjusted 
Infant 

Mortality 
v' Rate
⑴ • ⑵ :

⑴ 攔 第 3 , 5 表の公表乳児死亡率から計算 

( 2 ) 欄 (必 ) ’,=.19]806—.002486 f (1900 
〔改作生命表のq0から計算〕

第 1 ，4 表 

乳児死亡率の推計と（伽 ),の 計 算 （女)

Estimates of Values, from q0 Values for the Reformed Life Tables
and Official Infant Mortality Rates, 1890-1920 へ(Female)
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1925 年 
の年齢 
Age 

in 1925

(a+5)

出生年次 
Year 
of 

Births

, 、 . . . 推計出生数( iLfl \ E.B.* „ ,1925 I —7 —~  ) —/ p 、 ~  Est.\  l^a + 5 ノF 1920
Births

C1920-25 L.TJ C=E.D.C.B.A.f—

343,525 X 1.0542 X 1.7509
(N)

634,078
324,235 1.0541 1.7284 = 590,726
360,022 1.0541 1.7055 == 647,236
354,071 .1.0544 1.6824 628,094
367,777 1.1549 1.6584 = 643,406
388,314 1.0555 1.6344 ニ 669,883
402,986 1,0564 1.6097 ' = 685,272
405,246 1.0575 1.5827 = 678,263
437,606 1.0508 1.5554 720,674
427,382 1.0601 1,5323 = 694,236
461,805 1.0612 1.5085 = 739,266
485,371 1.0620 1.4816 = 763,711
499,614 1.0622 1.4738 = 782,131
506,536 1.0617 1.4511 = 780,386
485,635 1.0602 1.4291 735,801
506,535 1,0575 1,4114 = 756,032
491,157 1.0534 1.3959 == 722,218
568,317 1.0476 1.3749 818,573
591,664 1.0409 1.3757 = 847,243
624,557 1.0340 . 1.3809 == 891,774
619,409 1.0279 1.3611 = 866,600
638,412. 1.0234 1.3505 == 882,351
671,923 1,0208 1.3391 — 918,487
674,500 1.0204 1.3277 = 913,803
677,636 1.0216 1.3230 = 915,877
659,848 1.0247 1.3076 884,129
671,914 1.0307 1.2952 _ 896,980
661,532 1,0417 1.2743 = 878,143
657,864 1.0602 1,2630 = 880,901
647；460 1.0900 1.1990 = 846,171
792,998 1.1144 1.1585 = 1,023,786**

* E .B .は 1920年センサス人 ftからの推計出生数（Estimated Births)

林 (iPs)K ^ ) P < ^ L =792*998x- i f r

第 3 . 2 袠 

1925年センサス人口からの出生数推計（女）

Estimated of Births from the 1925 Census Population, 1890—1920. (Female)

I j  ,
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19
19

わ
が
国一

八
九

0

丨

l

九
ニ
〇
年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計
ゾ
 

一

七(

四
四.
九)

805,751

364,269 
■ 342,781 

380,942 
377,039 
395,616
415,297 
421,859 
431,547 
459,219 
449,831

出生.年次 . 
Year 

of 
Birth

(1! a + 5/ 1925
1925年 
の年齢 
Age 

in 1925

(a.十 5)

1910
11
12
13
14

1915
16
17
18 
19

1920

09

, 推許出生数

H  Est
V «La+s A  (め ) 1920

Births

〔1920-25 L.T.〕O E . D ，O B . A . (丄 )〕
\Vo ノ …

1.0427 X 1,7658 ニ
；(M)

670,691
1.0424 1.7445 . . . = 623,336
1.0425 1,7218 683i782
1.0429 1,6994 = 668,228
1.0436 1.6761 692,003
1.0448 1.6526 717,066
1.0463 1.6270 718,143
1.0480 1.5987 — 723,030
1,0498 1.5701 — 756,926
1,0514 1(5481 732,177
1.0529 1.5256 ニ 770,265
1.0540 1.4983 . — 803,075
1.0546 1.4958 三 811,846
1.0540 1.4730 ニ 798,507
1.0518 1.4531 ニ 762,458
1.0477 1.4387 782,430
1.0419 1.4266 768,709
1.0350 1.4053 = 853,856
1,0284 、 1.4092 . = ' 880,465
1.0229 1.4179 ■ ニ 921,285
1.0191 1.3949 899,048
1.0171 1.3835. . = 917,353
1.0167 1.3713 957,569
1.0176 1.3590 = 960,022
1.0195 1.3550 = 965.409
1.0227 1.3389 926.088
1.0283 1.3268 =: 939,084
1，0386 1.3056 == 915,047
1.0568 1,2968 、: — 911,505
1.0872 ’ 1:2269 874,307
1.1128 1.1836 1,061,263**

* E .B .は 1920年センサス人口からの推計出生数 (Estimated Births)

林 ⑷ 丨0 6 1 ，2 6 3

. 第 3 • r . 表 ' . . . ■
1925年センサス人口からめ泊坐数推計 (男)

Estimates of: Births from the 1925 Census Population, 1890—1920； (Male)

519,085
517,171
587,050
607,544
.635,207
632,445
651,919
686,823
694,200
698.851

676,325
688,302
674,815
665,110
655,459

479,526
508,530
515,339
514,323
498,870

1890
91
92
93
94

1895
96.
97
98
99

1900
01
02
03
04

1905
?06
07
08

35
34
33
32
31
30
29
28
27
26
25
24
23
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20
19
18
17
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15
14
13
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11
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第 3 * 5 表 

出生数と乳児死亡率（公表数孛)とその性比 

Annual Births and Infant Mortality Rates for Japan, 1894—1920. (Official Figures)
—~—______ —— 、 ン . '■ , .. ; . . .. ' .. . ニ. . .パ — . ‘

年 次 . 乳 児 死 亡 率 総 出 生 数 出 生 数 (男) 出生数(女） 性 比
Year Infant

Mortality
Births
Total

Births
Male

Births
Female

Sex
Ratio

1894 1,208,983 620,844 588,139 105.6

1895 1,246,427 638,895 607,532
. .ベ.' ■ .. 

105.2
96 1,282,178 651,468 630,710 103.3
97 1,334,125 683,941 650,184 105.2
98 1,369,638 696,137 673,501 103.4
99 153.8 1,386,981 713,442 673.539 105.9

1900 155.0 1,420,534 727,916 692,618 105.1
01 149.9 1,501,591 769,494 732,097 105.1
02 • 154.0 1,510,835 773,296 737,539 104.8
03 152.4 1,489,816 763,806 726,010 105.2
04 ' 151.9 1,440,371 738,230 702,141 105.1

1905 151.7 1,452,770 735,948 716,822 102.7
06 153.6 1,394,295 726,155 668,140 108.7 •
07 151.3 1,614,472 818,114. 796,358. 102.7.

(2,280,217) (2,181,320) (104.5)
’08 158.0 1,662,815 . 850,209 812,606 :f 104,6
09 167.3. 1,693,850 863,855 829,995 丨: 104,1.

1910 161.2 1,712,857 872,779 840,078 103.9
11 158.4 1,747,803 891,049 §56,754 ； 104,0
12 154.2 1,737,674 886,449 851,225 へ 104.1
13 152.1 1,757,441 897,824 859,617 104.4
14 158.5 1,808,402 925,855 882,547 104.9

1915 160.4 1,799,326 918,296 881,030 104.2
16 .170.3 1,804,822 921,347 883,475 104.3
17 173.2 1,812,413 924,953 887,460 104,2
18 189.0 1,791,992 914,685 877,307 104.3
19 171.0 1,778,685 910,400 ' 808,285 104.9

1920 165,7 2,025,564 1,035,134 990,430 104,5
21 168.3
22 166.4

わ

が

国一
八
九

〇

丄

九

二
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年
の
出
生
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と
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.
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o

 

(

四
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年次 男 女 性比 

Sex
Yaer Male Female Ratio

1890 696,714 649,676 107.2
91 647,521 609,970 106.2
92 710,313 663,158 107,1
93 696,930 651,326 107,0
94 710,349 675,804 105.1

1895 735,904 699,404 105.2
96 733,152 707,077 103.7
97 740,600 706,838 104.8
98 777,212 757,159 102,6
99 751,652 726,396 103.5

1900 791,062 767,875 103.0
01 829,147 797,334 104,0
02 840,426 812,304 103.5
03 842,373 809,060 104.1
04 802,886 768,752 104.4

1905 803,217 772,211 104.0
06 790,182 749,671 105.4
07 874,237 837,251 104.4
08 904,602 862,086 104.9
09 936,130 903,456 103.6

1910 910,907 874,139 104.2
11 929,811 889,322 104,6
12 964,272 925,100 104.2
13 964,438 918,463 105.0
14 969,850 921,193 105.3

1915 ノ 931,767 893,104 104.3
16 944,929 905,077 104.4
17 914,681 879,962 103.9
18 911,961 881,165 103.5
19 875,269 846,763 103:4

1920 1,078,316 1,047,371 103.Q

第 3 • 4 表 

最終推計出生数とその性比 

Final Estimated Births 

and the Sex : Ratio, 

1890—1920.

第 .3 * 3 表 .

1925年七ンサス人口からの 

改算推計出生数とその性比 

Refitted Births a,nd the Sex Ratio 
Computed from the 1925 Census 

Population, 1890—1920..

年 次 推 計 出 生 数 推 計 出 生 数 性 比 f: 
年齢 . ，(男） （女） .«
A&ft Estimated Estimated Sex

fn Year Male Famale
jqof Births Births Ratio

(S) = (T) =
(M) • (G) (N) • (H)

35 1890 696,714 649,676 107.2
34 91 647,521 605,258 107.0 ;；

33 92 710,313 663,158 107.1 |
32 93 694,155 643,545 107.9 丨

3 1 名4 707,435 659,877 107.2
30 1895 733,989 688,774 106.6
29 96 733,152 703,774 104.2
28 97 740,600 697,322 106,2
27 98 777,212 741,429 104,8 ；

26 99 751,652 713,952 105.3 I
25 1900 791,062 760,631' 104.0 |V
24 01 822,670 . 783,949 104.9 卜

23 02 828,489 799,729 103.6
22 03 814,876 - 797,945 102.1
21 04 778,012 751,989 103.5
20 1905 798,313 772,211 103.4
19 06 784,544 738,107 106.3
IB 07 869,311 834,535 104.2 -
17 08 893,056 860,545 103.8
16 09 932,248 903,456 103.2
15 1910 906,600 874,139 103.7
14 11 924,967 889,322 104.0
13 12 964,272 925,100 104.2
12 13 964,438 918,463 105.0
1 1 1 4  969,850. 920,548 105.4 一

10 1915 9 3 0 , 3 4 8 - .  888,638 104,7 八

9 16 941,432 899,402 104.7 g
8 17 914,681 877,792 104.2 五

7 18 911,961 881,165 103.5 9
6 19 875,269 846,763 103.4

34,126 103,074,74



Sum 
o f 、 

B & A

34,779
33,044
31,352
29,829
28,345
26,884
25,455
23,782
21,657
19,038
15,680
11,563

15-19  
20-24  
25-29  
30—34 
35—39 
40—44 
45—49 
50—54 
55-59  
60—64 
65-69  
70—74

lo=10,000

32,436
31,087
29,600
28,124
26,624
25,110
23,614
21,886

65,978
63.140
60.085 
57,112 
54,107
51.086 
48,119 
44,677

68,321 33,542
65,097 32.053
61,837 30,485
5iS,817 28,988
55,828 27,483
52.860 25,976
49,960 24,505
46,573 22,791
42,291 20,634
37,062 18,024

(sLjr) B

〔1899
—1903〕

Sum 
of 

D & B

Sum (sLz) d

°f 〔1909
F & D  —13〕

年齢

Age (ム )f

〔1921 
—1903〕

2 (5̂ )  (&La) 2(5Lx)
〔1915 〔1910 〔1905
—20〕 一15〕. 一10〕

U U ) 2(ム ) (sLi)
〔1900 〔1895 C1890
- 0 5 〕 一1900〕 - 9 5 〕

コ一ホート生命表の
； 関係期間

改作生命表のセット

わ
が
国

八
九 
〇

1890—1895 
1895-1900 
1900-1905 
1905-1910

象 1 回（1891—98)..............(A)
第 1 回と第2 回の平均

第 2 回 (i899―1903).......... (B)
缚 2 回と第3 回の平均

1 1910 1915 第 _3 回（1909_―13).....
九 1915-1920 第 3 回と第4 回の平蛔

〇
年
の

, ただし，第 4 回（1921—25)〔公表生命表〕………（F)

生 ：
|C 第 4 . 1 表

総 コーホート生命表のム

崖 bU Values for Estimating the Number of Women Aged 15—44,
率 Copied frorn the Reformed Life Tables
推 ： and the 1921-1925 Official Life Table.

h x]
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第
3 ^
表
に
そ
れ
を
し
め
し
，
出
生
性
比
を
%'
掲
載
し
た
。：
ま
た
比
較
；と
と
も
：に
参
考
の
た.
め
に
^

め
ら
れ
る
出
生
性
比
、
そ
れ
に
へ
乳
児
死
亡
率
と
し
：て
本
作
業
に
使
用
し
た
赓
資
料
を
第
3-
5

表
に
し
め
し
た
。
公
表
出
生
数
か
ら
計
算
し
た
出
生
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比
の
う
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以
上
の
作
業
を
通
じ
て
、.
ー
八
九
0

—

1
九
ニ
0

年
ま
で
の
三
〇
年
間
の
出
生
数
を
推
計
し
た
の
で
0 .
ぎ
の
関
心
事
は
、
出
生
数
を
人
口
で
除

し
た
出
生
率
を
も
と
め
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
期
間
の
出
生
率
の
動
向
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
公
表
さ
れ
た
内
也
人
口

の
統
計
は
容
易
に.
え
ら
れ
る
が
‘

本
稿
で
提
起
し
た.
基
本
問
題
は
、

一
九
'一
 
0
年
以
前
の
人
ロ
統
計
に
は
不
備
の
あ
る
こ
と
を
た
.て
ま
え
と
し
て

い
る
こ
と
と
、

一
九
ー
ー
〇
竿
セ
シ
サ
ス.
と
生
命
表
を
駆
使
し
て
推
計
す
る
こ
と
に
あ
っ.
た
の
で
、
あ
く
ま.
で
も
既
存
の
内
地
人
ロ
系
列
を
使
弔
^

ず
、
こ
れ
も
推
計
に
よ
っ
て
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：.
そ
こ
で
出
生
率
を
算
出
す
る
の
に
分
母
と
な
る
人
口
は
、
こ
こ
に
用
意
し
た
資
料
の

制
約
か
ら
総
人
口
を
も
と
め
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、.
一
五
丨
四
四
歳
ま
で
の
婦
人
数
を
推
計
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
婦
人
数
で
出
生
数
を

除
し
た
商
が
総
出
生
率(G

e
n

e
ra

l  

F
e

r
tility

w
p

£

で
あ
る
。

.一
五

丨

四

四

歳

の

婦

人

数

'を

推

計

す

る
方
法
も
、
一
九
ニ
〇
年
セ
ン
サ
ス
と
コ
ー

ホ
ー
ト
生
命
表
を
用
い
る
同
様
の
方
街
を
と
っ
た
。

一
九
一
一
五
年
セ
ン
サ.
ス
か
ら
の
再
推
計
を
試
み
な
か
っ
た
の
は
、
女
子
出
生
数
推
計
の
最
終

結
果
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
一
：九
ニ
〇
年
：セ
ン
サ
ス.
を.
も
と
に
し
た
推
計
値
が
使
用
さ
れ
た
と.
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
？

. 

. 

•
-

そ
こ
で
、
必
要
な
コ
ー
ホ
ー
ト
生
命
表
を
ま
え
の
例
に
な
ら
っ
て
作
成
す
る
，
の
で
あ
る
が
、
改
作
生
命
表
は
5

歳
階
級
に
わ
か
れ
て
.
い
る
の 

で
、
改
め
て.
つ
ぎ
の
よ
う
に
作
成
し
た(
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頁
上
段
の
表)

。
た
だ
し
第
四
回
生
命
表(

一

九
ニ
一.
丨

.

ニ
五)

は
公
表
生
命
表
で
あ
る
。

第
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表
に
各
コ
ー
ホ
ー
ト
生
命
表
の
ム
の
値
を
し
め.
し
、
第
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表
で
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)
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は
一
九
ニ
〇
年
セ
ン
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ス
の
ー
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七

四
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婦
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数 

で
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(
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H
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は
5

歳
別
生
存
率
の
逆
数
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
九
二
〇
年
に
七
〇
|
七
铝
歳
の
婦
人
は
三
〇
年
前
の
ー
八
九
〇
年
に
は
四



第 4 . 4 表 

総 出 生 率  

General Fertility Rate, 1890—1920.

年 次  
Year

出 生 総 数  
Estimated Total 

Births

婦 人 数
(年齢15— -44)

Women 15一44

総 出 生 率
(1000にっき）

G. P. R.

1890 1,346,390 8,509,496 158,2

91 1,257,491 8.612,575 146.0

92 1,373,471 8,715,654 157,6

93 1,348.256 8,818,734 152.9

94 1,386,153 8.921,813 ,155.4.

1895 1^435.308 9,024,892 159.0

96 1,440,229 9,120,957 157.9

97 1,447.438 9.217,023 157.0

98 1,534,371 9,313,088 164.8

99 1,478,048 9,409,154 157.1

1900 1,558,937 9,505,219 164.0

01 1,626,481 9,594,535 169.5

02 1,652,730 9,683,851 170.7

03 1,651,433 9,773,166 169.0

04 1,571,638 9,862,482 159.4

190 5 ’ 1,575,428 9,951,798 158.3

06 1,539,853 10,059,591 153.1

07 1,711,488 10,167.384 168.3

08 1,766,688 10,275,178 171.9

09 1,839.586 10,382,971 177.2

1910 1,785,046 10,490,764 170.2

11 1,819,133 10,630,822 171.1

12 1,889,372 10,770,880 175,4

13 1,882.901 10,910,937 172.6

14 1,891,043 11,050,995 171.1

1915 1,824,871 11,191,053 163.1

16 1,850,006 11,343,401 163.1

17 1,794,643 11,495,748 156,1

18 1,793,126 11,648,096 153.9

19 1,722,032 11,800,443 145.9

1920 2,125,687 11,952,791 177.8

わ
が
国
一
八
九0
丄

九

二
0_

年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計

.

.

.

.

.

■ 

: 

一
 

i
.

(

四
五
五)

1.1045
1.0752 1.0770

1.0600 1.0617 1.0634
1.0580 1.0591 1.0603
1,0548 1,0555 1.0563
1.0516 1.0521 1.0525
1,0514 1.0508 1,0502
1.0465 1.0449 1.0434

1.3559
1.2155 1.2142
1,1385 1.1376 1.1411
1,0966 1.0981 1.1013
1.0704 1.0703 1.0727

1.0576 1.0561 1.0580
1.0562 1.0543 1.0561
1,0539 1,0524 1.0535
1,0528 1.0511 1.0513
1.0564 1.0540 1.0527
1,0566 1.0525 1,0495

/  sLT \  (
5̂ * + 5 ノ. V 5̂ * + 5 ノ. \  sL* + 5 ノ \
C1915 C1910 C1905
—20〕 —15〕 .—10〕

70—74
65—69
60—64
5 5 -5 9
50—54
45—49

し C5P, ) 1
1920 '

497,015 
697,943 
852,598 
927,720 

1,112,174 
1-,317,606,

1,602,802
1,701,921
1,774,534
1,914,206
2,290,955
2,668,373

' . . . . 第 ：4 . . 3 , 表 :.

1 920 年センサス人ロから推計された15—4 4歳辑人# (1 8 9 0 —1915)
Women 1 5 -4 4  in 1890, 1895, 1900, 1905, 1910, and 1915, '

Estimated from the 1920 Census Population and the Reformed Life Tablesズク V

年齢 ''...一—:：...へ ......'.て— ~. •. . • - - • . • ■ • •
哪 1920 1915 1910 1905 1900 1895 1890

70 -7 4  497,015
65—69 697,943 673,903 、

60—64 852,598 848,350 818,253
55—59 927,720 970,683 965,083 933,708
50~54 1,112,174 1,017,338 1,065,907 1,062,846 1,031,280
45—49 1,317,606 1,190,471 1,088,857 1,143,398 1,142,772 1,110,689

        .....
40—44 1,602,802 1,393,500 1,257,256 1,152,011 1,212,002 1,213,281 1,181,107
35—39 1,701,921 1,692,879 1,469,167 1,327,788 1,218,828 1,283,631 1,286,442
30—34 1,774,534 1,793,655 1,781,586 1,547,767 1,400,551 1,286,473 1.355,899
25—29 1,914,206 1,868,229 1,885,311 1,872,981 1,627,632 1,473,520 1,354,013
20—24 2,290,955 2,022,167 1,969,113 1,984,667 1,969,252 1,710,316 1,547,491
15—19 2,668,373 2,420,623 2,128,331 2,066,584 2,076,954 2,057,671 1,784,544

Women
15—44 11,952,791 11,191,053 10,490,764 9,951,798 9,505,219 9,024,892 8,509,496

第 4 * 2 表

1920年セ ン サ ス人口（15.—74歳 ）と 各 コ - ホ.：一 ト生 命 表 か ら の . . , ハ  

Women 15—44 in 1890, 1895., 1900, 1905, 1910, and 1915, 
Estimated from the 1920 Census Population 

and the Reformed Life Tables, ( X)
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第 2, 2 囪 推 計 出 生 数 (女) 

Estimated Births* 1890—1920. (Female)

み
る
ょ
ぅ
に
、
公
表
め
も
の
ょ
り
、
は 

.
る
か.
に
高
い
数
字
を.
し
め
し
て
お
り
、
 

そ
し.
て
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
て
き
た
。
 

そ
し
て
、
出
生
数
の
い
べ
ル
で
は
、
は 

っ
き
り
と
し
た
相
違
が
あ
ら
わ
れ
た 

が
、
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
男
女
と 

も
に
公
表
数
字
と
比
較
し
て
平
行
し
て 

上
昇
し
て
い.
る
と
と
は
興
味
深
い
。
本
、 

推
計
で
は
松
浦
氏
の
生
命
表
を
使
用
し 

:
た
の
で
死
亡
率.
に
つ
い
て
.は
減
退
傾
向 

.
'を.
た.
，ど

'
っ

て

き

た

-

と
^
^
提
と
さ
れ 

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
.の
推
訐
結 

果
か
ら
、
こ
れ
を
先
進
諸
国
の
経
験
法 

測
と
し
て
知
ら
れ.
た
'『

人
口
転
換』

の 

.
パ

タ

ー

ン

に

あ

わ

せ

て

み
る
と
き
、
経 

済.
の
発
展
と
.と
も
に
死
亡
率
の
減
退
傾 

向
に
ク
い
て
か
无
る
こ
と
は
で
き
な 

い
。
す
な
わ
ち
、
人
口
増
加
は
死
亡
率

二

五

(

四
五
七)

第 2 •1 図 推 計 出 生 数 （男)

Estimated Births, 1890—,1920. (Male)

ニ

四

(

四
五.
六)

；...

D

丨
四
四
歳
で
あ
っ
.た

と
い
ぅ
理
に
し 

た
が
い
、
'
一
八
九
〇
|
1

九
1
1
〇
年
ま
ノ 

で
5

年
ご
と
の
へ
一
五
丨
四
四
歳
ま
で
の 

婦
人
数
は
第
4*
3

表
の
計
算
に
よ
っ
て
も 

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
■各
年
次
の
婦 

人
数
を
も
と
め
る
の
は
、
5

ヶ
年
ご
と 

に
直
線
補
間
に
よ
っ
た
。
さ
ら
に
第
3-
4 

•
表
.の
推
計
出
生
数
の
総
計
を
も
と
め
て 

第
4-
4

表
で
総
出
生
率
を
算
出
し
た
。
こ 

れ
を
図
示
し
た
の
が
第
3»
1

図
で
あ
る
。

.五
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト

一
八
九
〇
丨
一
九
ニ
〇
年
の
男
女
別 

出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計
作
業
を
以 

上
で
一
応
終
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
結
果 

.

を
綜
合
し
て
み
る
と
、

一
八
九
〇

年 

(

明
治
中
期)

か
ら
一
ガ
ー
ー
0

申
へ
大
正
九 

年)

ま
で
、
出
生
数
は
、
第

図

に



1890 1 2 3 4 5 6 7 8  9 1900 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112  13 14 15 16 17 18 19 20

ン

ハ
.
.
£:
ハ.
：

(

四
茸
^

の
減
退
に
汰
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
t

;0
で
あ
る
か
否
か
を
検
討 

す
る
余
地
呔
-#
え
ー̂

れ
て
い
な.
い
0
:
:

八

厂

：

.

そ
こ
で
、
：
こ
こ
で
0

ぽ
@

は
、.
死
亡
率
：の
減
退
が
持
続
的
に
お 

こ
っ.
て
き
た
こ-
と
を
所
与
の
も
の..
と
し
た
と
き
、
出
生
率
が
あ
る 

水
準
を
維
持
し
て
い
た
：か.
、.

ま
た
は
、.
：下
降
に
向
き
を
変
え
た
か
：
 

と
い
う
こ
と
に
関
心
が
む
け
ら
れ
て
く
る
。
総
出
生
率
の
推
計
結 

果
の
か
た
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
え
ば
、
な
め
ら

;̂
な
線
は
描
か
な 

か
っ
*
た
け
れ
ど
、
大
雑
把
に
は
、
大
勢
と
し
て
：
 

ー
/\
九
〇
|

一
九 

一
〇
年
の
ー
ー
0

年
間
は
、
な
お
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
て
き..
た
こ
と
： 

が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
下
降
に
向
き
を
変
え
た
の
は

一，

九
一
 

〇
丨
ニ
〇
年
間
で
お
こ
つ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か 

し
、
こ
の
こ
と
は
関
係
期
間
に
つ
い
で
実
際
の
ギ
㈣

構
造
の
変
化 

を
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
、'
総
出
生
率
の
動
向
が
、
そ
の
ま
ま
出 

生
率.
の
動
向
^

ひ..：と
■し.
い..
か
否
か
を
か
た
る.」

.
V
と..
は.
で
.き
な
い 

が
、
当
時
の
年
齢
構
造
が
急
激
に
変
化
し
て
い
た
と
は
想
像
し
が 

だ
い
の
で
、
総
出
生
率
の
動
询.
は
、
あ
る
程
度
、
出
生
率
の
動
向 

を
も
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
0

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み 

る
と
、
明
治
以
来
わ
が
国
の
経
済
^
^
展
が
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ

る
人
丨
^/
ヵ
の
経
過
は
死
亡
肆
の
減
退
に
よ
っ
て
ひ
き.
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と.
に
は
ち.
が
い.
な
、い
で
あ
ろ
う
が
、
他
方.
に
、
朱
進
%
国
っ 

経
験
と
は
異
っ
て
、
出
生
率
の
増
加
に
よ
ら
て
も
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
特
殊
の
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
な
い
わ
け
に.
は
い
か
な
い
と
お
も
う
。
徳
川 

時
代
の
三
〇
〇
〇
万
の
人
口
停
滞
は
、
先
進
諸
国
が
近
代
的
な
発
展
を
開
始
す
る
以
前
の
状
態
と
は
著
し
く
異
っ
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な 

I

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
切
治
以
来
の
急
速
な
日
本
経
済
の
発
展
と
い
う
大
き
な
麗
に
か
か
わ
る
特
殊
の
謎
を
説
明
す
る
た
め
の
警
は
、
こ 

の
際
の
研
究
か
ら.
は
、
固
く
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
推
計
作
業
で
は
移
住」

M
i
g

r
a

t
i
o

n
)

に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
推
計
が.
複
雑
に
な
る
か
ら
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
、
 

国

外

移

住

裏

は

、
こ
の
種
の
推
計
か
ら
は
無
視
し
う
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
関
系
す
る
三
〇
年
の
鹿
計 

期
間
に
は.
一
九.
一
八
年
と
一
九
ニ
〇
年
の
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
-.
:̂

の
ー
1
つ
の
年
が
ふ
く
ま
れ
、.
そ
し
て
基
礎
と
な
っ
た
生
命
表
の
作
成
期
間
に
は
、
こ.

れ
ら
ニ
つ
の
年
は
ふ
く
ま
れ
て
V

な
I

か
ら
、(

第
三
回
=

ー
九
〇
九
丄
三.
、
第

四

回

上

九

ニ

ー

ー

ニ

五

)

、

セ
シ
ナ
ス(

一

九
ニ
〇
年)

の

年

^

分

.

 

-■ 

■ 

■ 

■ 

. 

.

布

を

調

の

藝

に

使

用

す

る

う
^
!

か
ら
は
'.
'

ィ
ゾN

ル.H  
>

、ザ
に
よ
る
死
亡
数
を
崖
霉
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
因
を
考
慮
す 

れ

は

« :
計
出
生
数
は
よ
力
大
き
^

数
字
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
作
業
は
基
礎
デ
ー
タ
が
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
推
計 

モ
テ
ル
を
組
む
め
冗
な
お
多
く
の
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
の
で
、：

こ.
の
際
の
，作
業
か
ら
は
除
外
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
他
日
発
表
の
機
会 

を
も
ち
た
い
と
お
も
う
。

ノ
 

,

ま

た

最

近

水

島

治

夫

教

授

极

.
本
推
討
に
用
い
た
松
浦
氏
の
生
命
表
を
改
め
て
新
た
に
改
作
生
命
表
を
発
表
さ
t

/C
L
c

.

こ
0

生
命
表
を
使 

用
す
る
に
.は
作
業
を
す
べ
て
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
'

本
稿
め
作
業
に
ば
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
：お
こ
う
。
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本
稿
は
一
九
六
〇—

六
一
年
の
一
年
間
、
^

 

^

 

^
 

^

 

^

 

o

8

1

 

0

-
 

I

l

n

,

 

l

o

t

 

に 

あ
っ
た
当
時
、

所
長
コ
I

ル

(

>

署

卜

|

)

教
授
の
発
案
•

指
導
の
も
と
に
お
こ
な
っ
た
作
業
で
あ
っ
て
、

英
文
'で
提
出
し
た
り
ポ
丨
ト 

(
E
l
a
t
e
s

 of 

I

 Births and of the G
e

l

 Fertility Kate in 
J

1

,

I
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D
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l

g
 the 

f
 us popu
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歷
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a
c
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a
r
d
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!
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.

を 
ノ
こ
こ
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
 

.

コ
丨
ル
教
授
は
人
口
学(

D

e

l

l
)

に
関
す
る
セ
ミ
ナ—

 

I

I

^

 

0

1

1

^

^

で

’

人

ロ

丨

分

析

め

基

本

で

あ

る

生

命

表

.
蹇
人
口
構
造
の
分
析
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
こ
れ
ら
の
体
系
を
駆
使
し
た
I

丨
チ
•プ
ロ
ジ
ェ
タ
ト
を
セ
ミ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
あ
た
え
た
。

直
接
I

'

ミ
ナ—

で
講
じ
、
討
讓
し
て
き
た
内
容
を
そ
の
ま
1

用
で
き
る
も
の
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
先

人

未
踏
の
作
業
t

に
ま
た
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
プ
ロ
ジH

タ

ト

を

當

の
テ
丨
マ
に
あ
た
え
た
。
こ
こ
に
鐘
し
た
わ
た
く
し
の
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
に
つ
い
て
も
、
わ
が

国
の
第
一
回
セ
ン
サ
ス(

一
九
二
〇
年)

以
前
の
人
口
動
態
統
計
が
不
備.
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
わ
が
国
明
治
以
来
の
経
済
の

急
速
な
震
に
多

大
の
関
心
を
ょ
せ
る
と
き
、
そ
こ
に
は『

人
口
転
換』

が
生
じ
て
人
口
動
態
に
強
い
影
響
を
も
つ
は
ず
で
あ

る

と

.

い
う
、
こ
の
二
つ
の
重

要

な

卞

が

ら

に

雷

し

て

、.
セ
ン
サ
ス
人
ロ
.と
コ
丨
ホ
丨
ト
生
命
表
を
基
礎
に
一
八
九0

1
1

九
ニ
〇
年
ま
で
三
〇
年
間
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計 

作
業
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
 

.

ぉ
'

他
に
四
人
の
留
学
生
、
ィ
ン
ド
、

エ
ジ
プ
ト
、
シ
ン
ガ
ポ
丨
ル
、
ト
ル
コ
か
ら
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IMPACT OF THE SUPERSTITION ATTACHED 
TO THE “HI-NO E U-MA” YEAR 

ON THE SEX RATIO AT BIRTH IN 1906

Japan has been under the influence of the Chinese culture since well 
over 1000 years ago. It is but natural,. therefore, that the Japanese 
people should adopt the Chinese calendar in their day-to-day life; This 
calendar is evolved from various combinations of the five elements, wood, 
fire, earth, metal and water, with the twelve animals, mouse, cow, tiger, 
rabbit, dragon, snake, horse, sheep, monkey, hen, dog and boar. To provide 
a large number of combinations each element has also been sub-divided 
into two parts, the upper and the lower.

The year 1906 is represented by the combination the u upper part of 
the fire ” (Hi-no-e) and the“ horse ” (U-ma) and is hence called “ Hi-no-e 
U-ma , For generations there has been a widely prevalent superstition 
in Japan that a woman born in that year is bound to kill her husband 
when married. It is well known that in order to circumvent the impact 
of this superstition a large number of female births during January- 
February and November-December, 1906 were, for examole. registered by 
the parents in December, 1905 and January, 1907 respectively/ Thi$ 
accounts for the high sex-ratio at birth of 108.7 in 1906 flanked by a low 
figure of 102.7 in both the years 1905 and 1907. Incidentally it may be 
mentioned here that the u Hi-no-e U-ma  ̂ year comes once every 60 years, 
Of late it is observed that this superstition attached to the “ Hi-no-e 
U-ma ” combination is weakening gradually.


